
 

 

添付資料 

 

電気料金の値下げの概要 

 

高浜発電所３、４号機の運転再開による火力燃料費等の削減分および経営

効率化の深掘り等により、今回の値下げ後の原価は、１兆９，５３８億円と

なり、値下げ前の料金による収入２兆４１５億円と比較すると、平均▲４.２９%

（▲８７７億円）の値下げとなります。 

 

１． 今回原価の内容（前回原価との比較） 
     （単位：億円） 

 前 回 今 回 差 引 

総 

原 

価 

営 

業 

費 

人件費   1,822 1,934 112 

燃料費 10,477 5,225 ▲5,252 

修繕費 2,574 1,968 ▲606 

減価償却費 2,937 2,510 ▲427 

購入電力料 4,971 2,917 ▲2,054 

公租公課 1,764 1,592 ▲172 

その他経費 3,851 3,956 105 

小計 28,396 20,103 ▲8,293 

事業報酬 1,340 1,199 ▲142 

控除収益 ▲635 ▲763 ▲129 

総原価① 29,102 20,538 ▲8,564 

接続供給託送料② － 15 15 

接続供給託送収益③ ▲135 ▲890 ▲755 

託送料金据置影響④ － ▲125 ▲125 

小売対象原価 

⑤＝①＋②＋③＋④ 
28,967 19,538 ▲9,429 

 
現行料金収入⑥ 20,415 (値下げ率) 

⑧＝⑦/⑥ 

▲4.29％ 
値下げ額⑦＝⑤－⑥ ▲877 

 
＜参考：前提諸元＞ 

 前 回 今 回 差 引 

販売電力量 （億ｋＷｈ） 1,457 1,144 ▲313 

原子力利用率  （％） 7.2 16.2 9.0 

原油価格※1   （＄/b） 105.9 55.2 ▲50.7 

為替レート※1 （円/＄） 78.9 112.7 33.8 

事業報酬率※2  （％） 2.9 2.8 ▲0.1 
※1 原油価格・為替レートは、H29年2月～4月までの貿易統計平均値としています。 
※2 事業報酬率は、「みなし小売電気事業者特定小売供給約款料金算定規則」等に 
基づき算定しています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

２．経営効率化の深掘りによる値下げ 

  平成２５年度以降、グループの総力を挙げ、徹底した効率化に努めた結果、

現行の電気料金原価に織り込んだ平成２７年度の経営効率化目標額 

（２，３５５億円※）を達成しました。この目標額を起点に、新たな電気 

料金には、さらなる効率化深掘りの成果４６１億円を織込んでいます。 
 
※平成２７年６月の値上げ認可時に公表した効率化目標額 

 
 （単位：億円） 

 
今回の 
効率化 
深掘り額 

主な取組み内容 

 前回
（H27） 
効率化 
目標額 

需給関連費用 133 
・相生発電所の重油・原油からＬＮＧへの転換に 
よる燃料費低減 
・他社電源・自家発等の固定費用低減 

914 

設備投資 
関連費用 

26 ・調達価格のさらなる低減 117 

修繕費 163 
・調達価格のさらなる低減 
・スマートメーターの価格低減 

370 

人件費 
（採用数の抑制をはじめとしたこれまでの効率化方策の 

成果を着実に継続） 
465 

諸経費等 138 
・調達価格のさらなる低減 
・事務用品、じゅう器用具等のさらなる厳選 

489 

合 計 461  2,355 

 
 

 

 

  



 

 

 

 

３．電気料金の見直し内容 

（１）主なご契約メニューの値下げ影響 

  ・低圧分野                     （単位：円/月､％） 

 
１ヶ月の 

使用量 

値下げ前の 

お支払額 

値下げ後の 

お支払額 
値下げ額 値下げ率 

従量電灯Ａ ２６０kWh ６，８９０ ６，７０１ ▲１８９ ▲２．７４ 

従量電灯Ｂ 

（契約容量： 

１１kVA） 

１,１８０kWh ３６，４１８ ３５，２８４ ▲１，１３４ ▲３．１１ 

時間帯別電灯 

（契約電力： 

１０kW） 

４８０kWh １１，１７０ １０，７９６ ▲３７４ ▲３．３５ 

はぴｅタイム 

（契約電力： 

１０kW） 

６７０kWh １６，４４２ １５，８９２ ▲５５０ ▲３．３５ 

季時別電灯ＰＳ 

（契約電力： 

１０kW） 

４８０kWh １０，７０４ １０，３２８ ▲３７６ ▲３．５１ 

ｅおとくプラン 

（契約電力： 

６kW） 

３５０kWh ９，５１０ ９，２２３ ▲２８７ ▲３．０２ 

ｅスマート１０ 

（契約電力： 

６kW） 

５５０kWh １７，２８３ １６，８３２ ▲４５１ ▲２．６１ 

低圧総合利用 

契約 
１２,０００kWh ３１１，０４０ ３０１，２００ ▲９，８４０ ▲３．１６ 

低圧電力 

（契約電力： 

８kW、 

力率：90%） 

４９０kWh １７，０００ １６，５９８ ▲４０２ ▲２．３６ 

※1 値下げ前のお支払額には、平成 29年 2月～4月の貿易統計価格にもとづく燃料費調整 
単価で算定した燃料費調整額を含みます。 

※2 値下げ前のお支払額および値下げ後のお支払額には、平成 29年 5月分以降に適用する 
単価で算定した再生可能エネルギー発電促進賦課金を含めており、従量電灯Ａ、従量電 
灯Ｂは口座振替割引を適用しています。 

※3 値下げ前のお支払額および値下げ後のお支払額には、消費税等相当額を含みます。 
※4 はぴｅタイム、ｅスマート 10、低圧総合利用契約および低圧電力の値下げ前のお支払額 

および値下げ後のお支払額には、「夏季」の電力量料金単価を適用しています。 
※5 実施日以降、実際にお支払いいただく電気料金は、燃料費調整額および再生可能エネル 
ギー発電促進賦課金により変動いたします。 

※6 使用量の内訳は、時間帯別電灯は昼間時間 225kWh・夜間時間 255kWh、はぴｅタイムは 
デイタイム 64kWh・リビングタイム 257kWh・ナイトタイム 349kWh、季時別電灯ＰＳは 
ピーク時間 5kWh・オフピーク時間 197kWh・夜間時間 278kWh、ｅスマート 10はデイタイ 
ム 46kWh・リビングタイム 296kWh・ナイトタイム 208kWh。 

 

 



 

 

   

 

 

・高圧分野 

（契約電力が５００ｋＷ以上のお客さま） 

○高圧電力ＡＬ（商業施設、事務所ビル等のお客さま） 

  契約電力：820ｋＷ、月間使用量：230,000ｋＷｈの場合 
１ヶ月あたりのご請求金額 

⇒ 
値下げ額 値下げ率 

値下げ前 値下げ後 
約526万円 約507万円 約▲19万円 ▲3.7％ 

 

○高圧電力ＢＬ（工場等のお客さま） 

   契約電力：900ｋＷ、月間使用量：270,000ｋＷｈの場合 
１ヶ月あたりのご請求金額 

⇒ 
値下げ額 値下げ率 

値下げ前 値下げ後 
約581万円 約558万円 約▲23万円 ▲3.9％ 

 

 

（契約電力が５００ｋＷ未満のお客さま） 

○高圧電力ＡＳ（スーパー、事務所ビル等のお客さま） 

   契約電力：100ｋＷ、月間使用量：16,500ｋＷｈの場合 
１ヶ月あたりのご請求金額 

⇒ 
値下げ額 値下げ率 

値下げ前 値下げ後 
約43.8万円 約42.4万円 約▲1.4万円 ▲3.2％ 

 

○高圧電力ＢＳ（工場等のお客さま） 

   契約電力：110ｋＷ、月間使用量：26,400ｋＷｈの場合 
１ヶ月あたりのご請求金額 

⇒ 
値下げ額 値下げ率 

値下げ前 値下げ後 
約60.3万円 約58.1万円 約▲2.2万円 ▲3.7％ 

 
 
※1 電力量料金単価は「夏季」、基本料金は力率100%で算定しております。 
※2 値下げ前のご請求金額には、平成 29年 2月～4月の貿易統計価格にもとづく燃料費 
調整単価で算定した燃料費調整額を含みます。 

※3 値下げ前および値下げ後のご請求金額には、平成 29年 5月分以降に適用する単価で 
算定した再生可能エネルギー発電促進賦課金を含めております。 

※4 値下げ前および値下げ後のご請求金額には、消費税等相当額を含みます。 
※5 実際のご請求金額は、燃料費調整額および再生可能エネルギー発電促進賦課金によ 
り変動いたします。 

 

 

  



 

 

 

 

 

（２）燃料費調整制度における基準燃料価格および基準単価の見直し 

  火力燃料費の増減を電気料金に反映する「燃料費調整制度」について、

基準燃料価格および基準単価を次のとおり見直しました。 

 
・基準燃料価格 

 前回（値下げ前） 今回（値下げ後） 
基準燃料価格 ４０，７００円/kｌ ２５，５００円/kl 

・基準単価※ 
     前回（値下げ前） 今回（値下げ後） 
低圧供給の場合 ０．２１１円/kWh ０．１９５円/kWh 
高圧供給の場合 ０．２０３円/kWh ０．１８８円/kWh 
特別高圧供給の場合 ０．２００円/kWh ０．１８６円/kWh 

    ※基準単価には、消費税等相当額を含みます。 

 

 

４．届出約款の実施日 

   平成２９年８月１日から実施します。 

 

 

以 上 


